
障がい福祉サービス利用までの流れ

※ 認定調査票・概況調査票 … 全国統一の様式を使用します。

調査員は、市から委託を受けた事業所職員または市職員です。

・市役所本庁舎：⑬福祉総合窓口

・各総合支所 ：市民福祉課

・相談支援事業所：ホームページ「関連リン

ク 自立支援協議会 3.

社会資源マップ」を参照

ください。

※ 障がい支援区分

介護給付の必要度に応じて適切なサービスが利用できるよう、

障がい者等に対する介護給付の必要度を表す６段階の区分

（区分１～６：区分６の方が必要度が高い）をいいます。

利用者のサービス利用の意向や状況等を踏まえ、最も適切なサービスの
組み合わせ等について検討し作成する計画です。
この計画は、各市町村の指定を受けた相談支援事業所の相談支援専門員

が作成します。

障がい支援区分

認定審査会

障がい支援区分

認定の決定

申請書類

・介護給付費等支給申請書（様式第１号）

・同意書（別紙３）

・委任状

・身元確認書類(個人番号カード) など

※ 認定審査会にかける前に、コンピューターで支援の必要度を判定しま

す。（一次判定)

※ 認定審査会は、鳥取県東部広域行政管理組合で実施します。（二次判

定）

※「医師意見書」の確認について

市は、本人かかりつけ医療機関の医師に意見書の発行を依頼します。

医療機関での診察をしばらく受けていない場合などは、改めて診察

が必要になります。

就労継続支援などの「訓練等給付サービス」のみ利用の場合は、「④障

がい支援区分認定審査会」はありません。「医師意見書」も不要です。

（利用に際し障がい支援区分が不要のため。一部例外あり。）
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障がい福祉サービス利用までの流れ

障がい福祉サービスを利用し始めてからも、実際の生活において不便はないか、計画

を入れたことで改善されたこと等を、決められた期間ごとに話し合い、必要に応じて計

画内容を変更します。（モニタリングの実施）

モニタリングの実施期間は、利用者の状況や利用しているサービス内容等によって、

鳥取市が定める期間ごとに行われます。

※ 相談支援事業所を通じて、鳥取市にサービス等利用計画(本計画)を

提出します。

※ 本人･家族･支援する関係者が集まり、今後の支援の方針や目標、支

援内容などについて話し合いをします。

※ サービスには支給決定期限を設けています。引き続きサービスを利

用されたい場合は、更新の手続きが必要となります。

申請書類

・計画相談支援給付費支給申請書（様式第11号の3）

・申請者の現状（基本情報）

・申請者の現状（基本情報）【現在の生活】

・サービス利用等計画案

・サービス利用等計画案【週間計画表】 など

1ページ

④からの続き

2/3



障がい福祉サービス利用までの流れ

区分なし

3/3


